
在学生へのアンケート結果の一例
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教育改革 プロセス

教育研究評議会学長

理事(6) 役員懇談会理事(6)

全学的方針

理事(教育担当)

理事(教育担当)
学長補佐

共通教育機構長

カリキュラム検討委員会

教
育

教
育

人
間
社

理
工

医
薬
保

学長補佐

共通教育機構長

全学類・研究科等
代表

理
事

共通教育委員会

育
企
画
会
議

育
戦
略
会
議

社
会
学
域

学
域

保
健
学
域

(

教
育
担
当

具体案作成

共通教育委員会当)

方針案作成
全学に諮問
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共通教育特設プログラム
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学士課程教育の体系化・可視化学士課程教育の体系化・可視化

カリキュラム・ポリシー：教育課程の編成・実施方針（CP） 学
習
成

授
業
科

ディプロマ・ポリシー：学位授与方針（DP）
成
果

科
目

カリキュラム・マップカリキュラム・マップ

カリキュラム・ツリー

各授業科目と学年進行との関係

シラバス 学生の授業評価 成績評価基準シラバス 学生の授業評価 成績評価基準
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カリキュラムツリー
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カリキュラムマップ
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ＤＰ 中期計画

第２期中期計画（達成度評価と成績評価基準）
各学類のカリキュラム・マップにおける学
習成果の分析に基づき 学類ごとに共通

学習成果 学習成果 学習成果
学習成果ごとに記述され

中期計画
【１３－１】

習成果の分析に基づき、学類ごとに共通
する卒業時における学力の達成度評価
のための具体的な評価基準を開発する。

学習成果１ 学習成果２ 学習成果３ ている知識の運用能力
を身につけたことを示す
performance（どのような
ことをすることができる

学習成果とは、一般
に、卒業時に達成さ
れるべき知識の運用

カリキュラムマップ 成する。（学類が作成）
か）を記述した例文を作
成する。（学類が作成）

れる き知識の運用
能力

授業科目１ 授業科目２ 授業科目３

授業科目１の 授業科目２の 授業科目３の 各授業科目の成績評価基
授業科目１の
成績評価基準

授業科目２の
成績評価基準

授業科目３の
成績評価基準

成績評価基準とは、どの
ようなperformanceを示

中期計画

準の記述を各教員が策
定する際、上の例文を
参考にする。

各学類の学位授与方針と
すことができれば成績
「合」となるかを記述した
もの（各教員が作成）

中期計画
【１０－１】

各科目の学習目標に照ら
して、成績評価基準を
明確にする。

レベル評価
（ルーブリック）
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第２期中期計画（授業形態の多様化）

金沢大学金沢大学
中期計画【８－１】
授業形態を多様化し、少人数教育やＴＡの活用を推進する。

・教育改革部会による「授業形態の多様化とＴＡの実態調査」 平成２２年１０月

・調査結果の分析を踏まえ、「ＤＰのもとに列挙されている学類の学習成果に照らして、
とくに授業形態の尺度となる演習・実習・実験・実技等の科目をさらに充実させる」
ことについて、共通教育機構、各学類で検討ことについて、共通教育機構、各学類で検討

・専門科目でのアクティブ・ラーニングの事例についての情報共有
工学系創成科目 医学系チュートリアル ＰＢＬ型インターンシップ工学系創成科目、医学系チュ トリアル、ＰＢＬ型インタ ンシップ、
法学系の大人数双方向授業などについての報告会

ＴＡモデルの開発・ＴＡモデルの開発
ＦＤ研修会、「授業形態の多様化とＴＡの実態調査」を踏まえ、教育改革部会の
下にＴＡ制度改革ＷＧを設置、大人数講義科目やゼミナールなどで
担当教員と と 連携による デ 開発に着手担当教員とＷＧとの連携によるＴＡモデル開発に着手
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第２期中期計画（授業評価アンケート等）

金沢大学金沢大学
中期計画【１３－２】授業評価アンケートや学習成果についての教員対象の

アンケートを活用し、教員の教育能力向上を支援する。

授業科目 実際 授業内容 方法がカリキ ム プ上 対応・授業科目の実際の授業内容・方法がカリキュラムマップ上で対応
付けられる学習成果の達成に有効であったかどうかを問う受講生
対象の授業評価アンケートと教員による自己評価対象の授業評価アンケ トと教員による自己評価

・学類の学習成果の達成度を問う１～３年次学生、卒業予定者対象の
年度末の学習成果の達成度評価アンケート

学類の学習成果を社会で求められる能力に照らして有効であるかを・学類の学習成果を社会で求められる能力に照らして有効であるかを
問う卒業生対象のアンケート
【本学工学部における卒業生アンケート（平成１２年度～）】【本学工学部における卒業生アンケ ト（平成１２年度～）】

・以上のアンケートで得られた情報を、カリキュラム・マップ、
カリキュラム・ツリー、各授業科目の教育内容・教育方法の
検証データとして活用 20



第２期中期計画に基づく内部質保証システムの構築

整合性の検証
ＦＤ

情報抽出

実際の
授業方法 教育方法開発

ＰＢＬ

協同学習

ＦＤ

ディプロマポリシー

専門科目の 各学類の学習成果

協同学習

講義・討論ブレン
ディッド授業学生対象の

授業評価アンケート

教

整合性の検証

共通教育科目

卒業研究

カリキュラムマップ
カ キ ム

専門科目の
学習目標

各学類の学習成果
Ability‐based Learning 

Outcomes

教員による
自己評価アンケート

学習成果の達成度評
価アンケート

カリキュラムツリー

実際

価アンケ ト

ＦＤ

整合性の検証
ＦＤ

実際の
成績評価方法 達成度評価方法開発

批判的思考力

問題発見力

ＦＤ

情報抽出

コミュニケーション力

問題発見力

問題解決力

コミュニケーション力21



ご静聴ありがとうございました。




